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ョ
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コ
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感
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上
　
　
　
務

w
i
t
h
コ
ロ
ナ
下
の
日
常
生
活

ー
冬
を
迎
え
る
前
に
ー

●�

は
じ
め
に

：
感
染
予
防
の
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
な

こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
2
0
2
3
年
5
月
８
日

に
５
類
感
染
症
へ
移
行
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
感
染
者
は

減
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢
者
の
方
が
感
染
し
な
い
よ

う
に
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
方
も
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
病
原
体
と
感
染
経
路
、
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

　
感
染
症
に
は
成
立
要
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
病
原

体
、
感
染
経
路
、
宿
主
（
ヒ
ト
）
で
す
。

　
病
原
体
と
し
て
は
、
プ
リ
オ
ン
、
ウ
ィ
ル
ス
、
細
菌
、
原

虫
、
真
菌
、
寄
生
虫
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
病
原
体
に
よ
っ
て
、
感
染
経
路
が
決
ま
っ
て

い
て
、
接
触
感
染
（
性
交
、
動
物
に
か
ま
れ
る
咬
創
、
接

吻
）
、
飛
沫
感
染
（
く
し
ゃ
み
、
咳
、
会
話
な
ど
、
２
ｍ
程

度
の
範
囲
）
、
空
気
感
染
（
直
径
５
μ
ｍ
以
下
の
粒
子
が
空

中
を
浮
遊
）
、
媒
介
物
感
染
（
ば
い
か
い
ぶ
つ
か
ん
せ
ん

：

食
器
、
注
射
、
水
、
食
物
、
血
液
な
ど
を
介
し
て
感
染
す

る
こ
と
）
、
媒
介
動
物
感
染
（
ば
い
か
い
ど
う
ぶ
つ
か
ん

せ
ん

：

昆
虫
な
ど
節
足
動
物
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
）
、

な
ど
で
す
。
空
気
感
染
で
流
行
拡
大
す
る
疾
患
は
防
護
対
策

と
し
て
陰
圧
室
へ
の
隔
離
や
N
９
５
マ
ス
ク
の
使
用
な
ど
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
対
象
と
な
る
疾
患
は
少
な
く
、
結
核
、

麻
疹
（
ま
し
ん

：

は
し
か
）
、
水
痘
（
す
い
と
う

：

み
ず
ぼ

う
そ
う
）
が
該
当
し
ま
す
。
流
行
拡
大
す
る
疾
患
の
多
く
は

接
触
感
染
、
飛
沫
感
染
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
感
染
性
腸
炎
等
で
す
が
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク

で
対
策
が
で
き
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
、
多
く
の
方
が
手
洗
い
、
マ
ス
ク
生
活
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
感
染
性
腸
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
極
端
に
少

な
か
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ヒ
ト
の
感
染
防
御
機
構

　
宿
主
（
ヒ
ト
）
の
感
染
防
御
と
し
て
、
①
生
物
的
・
物
理

的
バ
リ
ア
（
皮
膚
、
気
道
や
消
化
管
な
ど
の
線せ
ん
も
う毛
や
粘
膜
、

胃
液
の
中
の
ペ
プ
シ
ン
や
唾
液
中
の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
等
の
消
化

酵
素
な
ど
）
、
②
自
然
免
疫
（
種
々
の
病
原
体
の
感
染
初
期

に
、
白
血
球
の
中
の
好
中
球
や
免
疫
細
胞
の
1
つ
の
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
が
対
応
す
る
も
の
）
、
③
獲
得
免
疫
（
ワ
ク
チ
ン

な
ど
で
後
天
的
に
獲
得
し
た
免
疫
で
、
白
血
球
の
中
の
T
細
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胞
や
B
細
胞
が
記
憶
し
、
特
定
の
病
原
体
に
対
応
す
る
も

の
）
が
あ
り
ま
す
。
外
傷
、
糖
尿
病
や
、
免
疫
抑
制
剤
使
用

の
患
者
、
高
齢
者
で
は
獲
得
免
疫
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
感
染
予
防
や
重
症
化
予
防
が

可
能
で
す
。

●
抗
生
剤
の
不
適
切
使
用
に
よ
る
問
題

　
細
菌
感
染
の
治
療
の
要
の
抗
生
剤
は
、
1
9
1
0
年
に
秦

佐
八
郎
が
サ
ル
バ
ル
サ
ン
が
梅
毒
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
発

見
、
1
9
2
9
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
　
フ
レ
ミ
ン
グ
卿
が

ア
オ
カ
ビ
か
ら
細
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る
物
質
が
分
泌
さ
れ

る
事
を
発
見
、
1
9
4
2
年
に
ハ
ワ
ー
ド
　
フ
ロ
ー
リ
ー
と

エ
ル
ン
ス
ト
　
チ
ェ
ー
ン
が
ア
オ
カ
ビ
か
ら
抽
出
、
分
離
に

成
功
し
ベ
ン
ジ
ル
ペ
ニ
シ
リ
ン
（
P
C
G
）
を
開
発
し
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
以
後
、
多
種
多
様
な
抗
生
物
質
が
開
発
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
そ
の
抗
生
剤
の
不
適
切
な

使
用
に
よ
り
、
薬
剤
耐
性
菌
（
や
く
ざ
い
た
い
せ
い
き
ん

：

M
R
S
A
の
よ
う
な
抗
生
物
質
の
効
か
な
い
細
菌
）
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
、
ど
ん
な
抗
生
剤
も
効
か
な
い
、

ス
ー
パ
ー
耐
性
菌
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
新
し

く
開
発
さ
れ
る
抗
生
剤
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
あ
る

抗
生
剤
を
、
適
切
に
使
用
し
、
薬
剤
耐
性
菌
を
増
や
さ
な
い

事
が
、
世
界
中
で
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
薬
剤

耐
性
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
2
3-

2
0
2
7
が
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
抗
生
剤
の
使
用
量
は
多
く
有
り

ま
せ
ん
が
、
キ
ノ
ロ
ン
系
の
薬
剤
の
割
合
が
高
い
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）
。
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
（
抗
生
物
質

が
ど
の
よ
う
な
菌
に
効
果
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
）
が
広
い

た
め
、
限
ら
れ
た
状
況
で
の
使
用
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
薬
剤

で
す
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
も
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
頂
き
、
抗
生
剤
は
必
要
な
場
合
に
の
み
使

用
す
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

眼
科
医
師

　
齊
　
間
　
至
　
成

視
力
を
維
持
す
る
た
め
の

日
常
生
活

ー
白
内
障
、
緑
内
障
、
黄
斑
変
性
症
な
ど
ー

人
間
が
五
感
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
う
ち
、
8
割
が
視
覚

か
ら
の
情
報
と
言
わ
れ
て
お
り
、
眼
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

重
要
な
感
覚
器
で
す
。
視
機
能
の
低
下
は
、
生
活
の
質
を
大

き
く
損そ
こ

な
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
眼
科
疾
患
も
全
身
疾
患

と
同
様
に
、
早
期
発
見
と
適
切
な
ケ
ア
が
重
要
で
す
。
こ
こ

で
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
眼
科
疾
患
に
つ
い
て
説
明
し
、
予
防
・

対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

●
1.�

白
は
く
な
い
し
ょ
う

内
障

　
白
内
障
は
、
水
晶
体
（
眼
の
中
の
レ
ン
ズ
）
が
濁
る
こ
と

で
、
視
力
が
低
下
し
た
り
、
白
く
霞か
す

ん
で
見
え
た
り
、
光
を

眩
し
く
感
じ
た
り
、
眼
鏡
が
合
わ
な
く
な
っ
た
り
す
る
病

気
で
す
。
外
傷
な
ど
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
加

▶
欧
州
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
抗
菌
薬
使
用
量
の
国
際
比
較

図 1
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齢
や
紫
外
線
が
要
因
と
い
わ
れ
、
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
国
内
で
は
、
白
内
障
で
失
明
す
る
こ
と
は
稀
で
す
が
、

世
界
の
失
明
原
因
の
ト
ッ
プ
は
白
内
障
で
す
。
日
本
で
も
80

代
以
上
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
に
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
段
階
で
の
治
療
と
し
て
、
白
内
障
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
点
眼
薬
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
根
本
的
な
治
療
法
は

手
術
で
あ
り
、
白
内
障
が
視
力
に
影
響
を
来
た
す
よ
う
な
場

合
に
検
討
さ
れ
ま
す
。
白
内
障
は
、
手
術
に
よ
り
視
力
回
復

が
望
め
る
病
気
で
す
。

●
2.�

緑
り
ょ
く
な
い
し
ょ
う

内
障

緑
内
障
は
、
視
神
経
に
障
害
が
起
こ
り
、
視
野
が
狭
く
な

る
病
気
で
す
。
近
年
で
は
、
日
本
人
の
失
明
原
因
の
第
1
位

を
占
め
て
お
り
、
40
歳
以
上
の
５
%
、
60
歳
以
上
の
10
%
以

上
の
人
に
緑
内
障
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
決
し
て
珍
し
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
現
れ
ず
、
ご
自
分
で
症
状
に
気
づ
く
頃
に
は
、
残
念
な

が
ら
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
緑

内
障
に
よ
っ
て
狭
く
な
っ
た
視
野
は
、
今
後
回
復
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
と
し
て
は
、
眼
圧
を
下
げ
る
た
め
の

点
眼
薬
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
手
術
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
緑
内

障
は
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
病
気
で
す
が
、
適
切
な
治
療
に

よ
り
、
そ
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

で
す
か
ら
、
早

期
の
発
見
と
早

期
の
治
療
介
入
、

こ
れ
ら
が
と
り

わ
け
と
て
も
重

要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
健

診
や
人
間
ド
ッ

グ
な
ど
で
定
期

的
な
眼
圧
検
査

や
眼
底
検
査
を

受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
3.��

加か
れ
い
お
う
は
ん
へ
ん
せ
い
し
ょ
う

齢
黄
斑
変
性
症

　
加
齢
黄
斑
変
性
症
は
、
中
心
視
力
を
司
る
網も
う
ま
く膜

の
黄
斑
部

（
お
う
は
ん
ぶ

：

視
神
経
が
密
集
し
て
い
る
部
分
）
が
障
害

さ
れ
る
病
気
で
す
。
症
状
と
し
て
、
視
力
の
低
下
や
歪ゆ
が

み
が

生
じ
ま
す
。
主
な
原
因
は
、
老
化
に
よ
る
網
膜
の
細
胞
の
ダ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
遺
伝
的
要
因
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
も

影
響
し
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
眼
科
検

診
が
重
要
で
す
。
治
療
と
し
て
、
白
目
の
注
射
や
レ
ー
ザ
ー

治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン

C
や
ビ
タ
ミ

ン
E
、
ル
テ

イ
ン
、
ゼ
ア

キ
サ
ン
チ
ン

を
含
む
野
菜

や
果
物
を
摂

取
す
る
こ
と

が
、
発
症
や

進
行
の
抑
制

に
役
立
つ
と

さ
れ
ま
す
。
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眼
科
の
診
療
案
内

　
当
院
眼
科
は
、
常
勤
医
師
1
名
の
他
、
非
常
勤
医
師
5

名
、
視
能
訓
練
士
3
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
2
年
度
よ
り
自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い

た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
梯
か
け
は
し

　
彰あ
き
ひ
ろ弘

名
誉
教
授
を
お
招
き

し
連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
眼
科
疾
患
の
治
療
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
一
般
眼
科
診
療
は
も
と
よ
り
、
視
野
検

査
や
H
E
S
S
検
査
（
斜
視
や
複
視
の
検
査
に
使
用
さ
れ
ま

す
）
、
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
蛍
光
眼
底
造
影
検
査
（
特
殊
な
蛍

光
薬
を
静
脈
注
射
し
た
後
に
眼
底
を
観
察
し
加
齢
黄
斑
変
性

症
や
糖
尿
病
網
膜
症
な
ど
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査

で
す
）
に
加
え
て
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
も
施
行
し
て
お
り
ま

す
。
後
発
白
内
障
（
白
内
障
に
対
す
る
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入

後
、
一
旦
改
善
し
た
視
力
が
再
び
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
に
対
す
る
Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
（
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う

元
素
を
使
用
し
た
レ
ー
ザ
ー
で
目
の
中
の
濁
り
を
飛
ば
し
ま

す
）
、
原
発
閉
塞
隅
角
病
（
げ
ん
ぱ
つ
ぐ
う
か
く
へ
い
そ
く

び
ょ
う

：

眼
の
中
の
水
の
流
出
口
が
狭
い
状
態
で
緑
内
障
の

原
因
に
な
り
ま
す
）
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
虹
彩
切
開
術
、
網

膜
裂
孔
（
も
う
ま
く
れ
っ
こ
う

：

網
膜
が
浮
き
上
が
り
失
明

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
）
や
糖
尿
病
網
膜
症
・
網
膜
静
脈

閉
塞
症
な
ど
に
対
す
る
網
膜
光
凝
固
術
も
対
応
可
能
で
す
。

　
当
院
眼
科
で
は
、
下
記
の
よ
う
な
手
術
加
療
も
施
行
し
て

お
り
ま
す
。

①  

抗
V
E
G
F
抗
体
硝
子
体
注
射
（
糖
尿
病
網
膜
症
や
加

齢
黄
斑
変
性
症
な
ど
に
よ
る
網
膜
の
む
く
み
を
お
さ
え
ま

す
）

② 

2
泊
3
日
で
の
白
内
障
手
術

③ 

網
膜
前
膜
に
対
す
る
硝
子
体
手
術

④  

外
眼
部
手
術
（
翼
状
片
手
術
、
眼
窩
脂
肪
ヘ
ル
ニ
ア
手

術
な
ど
）

ご
本
人
が
手
術
を
希
望
さ
れ
て
か
ら
1
〜
2
ヶ
月
以
内
に
手

術
を
予
定
で
き
る
よ
う
、
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
の
受
付
は
、
月
〜
金
曜
の
午
前
中
は
原
則
午
前
11
時

ま
で
（
1
診
体
制
の
た
め
木
曜
日
の
み
午
前
10
時
ま
で
）
と

な
っ
て
お
り
、
初
診
で
も
予
約
な
し
で
外
来
受
診
可
能
で

す
。
午
後
は
、
手
術
や
特
殊
検
査
の
た
め
、
完
全
予
約
制
で

す
。

　
近
隣
医
療
機
関
の
先
生
方
と
の
連
携
も
お
こ
な
っ
て
お

り
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
の
状
態
が
落
ち
着
き
ま

し
た
ら
、
ま
た
地
域
の
先
生
方
に
経
過
観
察
を
お
願
い
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

●�
4.�

糖
と
う
に
ょ
う
び
ょ
う
も
う
ま
く
し
ょ
う

尿
病
網
膜
症

　
糖
尿
病
網
膜
症
は
、
高
血
糖
に
よ
り
網
膜
の
小
さ
な
血
管

が
障
害
さ
れ
、
糖
尿
病
を
お
持
ち
の
方
に
発
症
し
ま
す
。
眼

内
の
出
血
や
網
膜
の
浮む

く腫
み
、
難
治
性
の
緑
内
障
を
引
き
起

こ
す
こ
と
で
視
機
能
に
影
響
し
、
失
明
す
る
こ
と
も
あ
る
病

気
で
す
。
緑
内
障
と
同
じ
よ
う
に
、
自
覚
症
状
が
出
る
頃
に

は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
治
療
と
し

て
、
内
科
で
の
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
そ
も
そ
も
重
要
で

す
が
、
糖
尿
病
網
膜
症
が
あ
る
程
度
進
ん
で
し
ま
う
と
、
白

目
の
注
射
や

レ
ー
ザ
ー
治

療
、
手
術
が

必
要
に
な
り

ま
す
。
糖
尿

病
と
診
断
さ

れ
た
ら
、
眼

科

を

受

診

し
、
眼
の
状

態
を
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
取
り
上
げ
た
眼
科
疾
患
以
外
に
も
、
眼
の
病
気
に
は

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

お
近
く
の
眼
科
で
ぜ
ひ
一
度
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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